
令和５年度 第１回 みんなの森 ぎふメディアコスモス運営委員会 審議概要 

 

日  時：令和５年６月５日(月) １０：００～１２：００ 

場  所：みんなの森 ぎふメディアコスモス 第一会議室 

出席委員：１１名 デュアー委員、市來委員、岩佐委員、大角委員、蒲委員、川島委員、 

北村委員、鈴木委員、髙橋委員、田代委員、松枝委員 

         （欠席委員：２名 伊藤委員、出村委員） 

傍 聴 者：なし 

 

＜議事概要＞ 

１．委員長・副委員長の選出について 

委員長に髙橋委員、副委員長に川島委員を選任 

２．ぎふメディアコスモスの概要と令和５年度予定事業について 

（委員からの意見） 

・シビックプライドプレイスの情報の充実を市民や市民活動団体、まちづくり協議会と連携

して進められるとよい。今後、情報を増やしていくと、どこかのタイミングでティッピン

グポイント（物事がある一定の条件を超えると一気に広がっていく際の転換点）を迎える。 

・SNS やインターネットを活用し、シビックプライドプレイスやメディアコスモスのイベン

トの情報・記録を海外も含めた市外の人々にも発信すると、観光振興や市外からの評価（レ

ピュテーション）向上に寄与し、市民が岐阜の魅力を再発見することにもつながる。また、

ひいてはそれが岐阜市への移住・定住の促進、メディアコスモスの価値の見える化にも結

び付く。 

・メディアコスモスの事業成果を測るうえで、メディア掲載やオンライン上のフォロワー・

再生数といったデジタル指標を加えてもよいのではないか。 

   ・メディアコスモスの中に土産物などの物販を行うショップがあると良い。その際に、経済

界も巻き込んだ事業運営とすることが望ましい。 

・岐阜を訪れる外国人が増えており、飲食店などの情報を知れる外国人のための観光案内所

のような機能が多文化交流プラザにあるとよい。 

・柳ヶ瀬にグラッスル 35 が完成し、岐阜駅とグラッスル、メディコスという拠点ができた

ので、それらが面となってつながっていく仕掛けを期待したい。 

・メディアコスモスの運営は安定していると思うが、そうした時だからこそ、万が一の災害

に備えた安全面の管理を進めてほしい。 

・みんなのギャラリーの貸館での催し内容が少し固定化してきているように感じるが、新し

い来訪者を開拓するためにも、面白い展示会を呼び込むなどして、単なる貸館ではない一

歩踏み込んだ活用をしてほしい。また、ギャラリーでの立食パーティーを可能とするなど

して、国の推進するユニークベニュー（美術館などで会議・レセプションを開催すること

で特別感を演出できる会場）や MICE（多くの集客交流の見込まれるビジネスイベント）な

ども含めたアプローチができないか検討することも大切。 


